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廃水中に含まれる硝酸性窒素、リンや

有害有機化合物などの難分解性物質は環

境汚染を引き起こすため、これらを効率

よく除去する技術が求められています。

当センターでは、ポリカプロラクトン（以

下 PCL と略す）と澱粉系（以下ＭＢと略

す）の生分解性繊維を用いてモール状の

廃水処理用接触材（廃水中の有機物を分

解する微生物のすみか 図１）を試作しま

した。そして、微生物担持性能、生分解

性、廃水浄化性能、特に硝酸性窒素の除

去性能を検討しました。 

下水処理場から採取した活性汚泥（有

機物を分解する微生物の泥状の塊）の付

着状況を見たところ、試験開始翌日には

従来品のポリプロピレン（ＰＰ）繊維製

モール状接触材と同様に、生分解性プラ

スチック繊維製モール状接触材にも活性

汚泥が付着しました。 

硝酸性窒素を含んだモデル廃水の浄化

性能試験では、従来の PP繊維製モール状

接触材を用いた場合、硝酸イオン濃度の

減少は見られず、窒素は除去されません

でした。一方、生分解性の PCL 繊維製モ

ール状接触材、MB 繊維製モール状接触材

を用いた場合では硝酸性窒素が除去され

ました（図２）。しかし、PCL 製モール状

接触材は硝酸性窒素の除去とともに PCL

自身が生分解し（図３）、微小な塊が脱落

して水中に分散し、水が白濁しました。

このため、分解による繊維形状の保持が短

期間でできなくなることが推定されます。

しかし、MB繊維製モール状接触材ではこ

のような塊状の脱落や白濁は見られず、問

題は少ないことがわかりました（図４）。 

生分解性繊維の廃水処理への使用にお

けるメリット、デメリットが明らかにな

り、今後実用化に向けての展開が期待さ

れます。 
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図１ モール状接触材 

図２ モデル廃水の窒素除去性能

図３ 廃水処理試験前後の PCL 繊

維の電子顕微鏡写真 

図４ 廃水処理試験後のMB繊維の

電子顕微鏡写真 
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